
平
成
二
十
年
三
月
四
日
提
出

質
問
第
一
三
七
号

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
導
入
を
含
む
環
境
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

階

猛
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「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
導
入
を
含
む
環
境
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

従
来
ま
で
冷
暖
房
の
調
整
に
は
、
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
ぱ
ら
利
用
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

年
は
一
層
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
のC

O
２

削
減
の
要
請
か
ら
、
よ
り
効
率
的
で
環
境
に

優
し
い
加
熱
装
置
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
は
、
需
要
側
の
有
力
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
環
境
対
策
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
に
よ
る
家
庭
用
冷
暖
房
の
普
及

を
図
る
こ
と
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
を
含
め
、
政
府
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

現
在
日
本
国
内
の
企
業
で
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
技
術
が
企
業
各
社
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
規
格
を
統
一
さ
せ
る
な
ど

国
が
主
導
で
ル
ー
ル
を
作
成
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

二

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
同
様
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け
て
極
め
て
効
果
的
な
先
進
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

仕
組
み
を
国
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。
把
握
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
に
限
ら
ず
、
環
境
対
策
に
は
多
種
に
わ
た
る
関
係
業
態
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
の

縦
割
り
行
政
で
は
処
理
で
き
な
い
問
題
が
、
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
。
そ
こ
で
、
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
普

及
に
向
け
て
各
省
庁
と
民
間
企
業
と
の
連
携
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
現
在
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
連

一



携
の
形
が
あ
れ
ば
、
示
さ
れ
た
い
。

四

環
境
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
「
平
成
二
〇
年
度

環
境
省
重
点
施
策
」
に
よ
る
と
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
や
中
小
企
業
金

融
公
庫
、
及
び
国
民
生
活
金
融
公
庫
よ
り
、
企
業
が
行
う
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
投
融
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
特
に
難
し
い
の
は
、
「
業
務
」
「
家
庭
」
部
門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
の
投
融
資
は
、
現

在
ど
こ
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
財
源
は
ど
こ
か
ら
賄
わ
れ
て
い
る
の
か
、
示
さ
れ
た
い
。

五

先
の
「
平
成
二
〇
年
度

環
境
省
重
点
施
策
」
で
は
、
「
環
境
税
」
導
入
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
「
環
境

税
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
欧
州
で
は
、
税
制
改
革
の
一
環
で
所
得
税
の
減
税
が
対
で
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
に
「
環
境
税
」

導
入
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
状
の
税
制
へ
の
上
乗
せ
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
減
税
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

省
エ
ネ
法
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
）
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
規
制
は
企
業
に
技
術
の
向
上
を
要
求

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
日
本
が
世
界
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
方
式
と
い
う
こ
と
で
大
変
評
価
で
き
る
。
こ
の
他
に
も
日
本

が
世
界
に
先
駆
け
て
新
基
準
を
設
け
て
い
る
政
策
は
具
体
的
に
存
在
す
る
か
。
ま
た
そ
れ
ら
を
今
年
七
月
に
行
わ
れ
る
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
等
の
国
際
会
議
の
場
で
示
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
、
示
さ
れ
た
い
。

二



七

「
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
需
給
部
会

二
〇
三
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展
望
（
中
間
と
り
ま
と
め
）
」
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
二
〇
二
一
年
に
は
頭
打
ち
に
な
り
、
以
降
減
少
に
転
ず
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
口
減
少
や

産
業
構
造
の
高
度
化
、
経
済
の
成
熟
化
を
根
拠
と
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
現
在
で
も
こ
の
見
解
に
相
違

は
な
い
か
。
仮
に
修
正
し
た
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
示
さ
れ
た
い
。

八

二
〇
〇
五
年
四
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
お
い
て
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
にC

O
２

冷
媒
給

湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
の
普
及
目
標
五
二
〇
万
台
、
高
効
率
空
調
機
一
万
二
〇
〇
〇
台
を
掲
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
現
在

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
補
助
金
制
度
に
よ
り
家
庭
用
は
新
設
・
既
設
と
も
に
四
�
五
万
円
、
業
務
用
に
つ
い
て
は
小
型
が
一
七
万

円
、
大
型
が
二
六
万
円
の
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る
。C

O
２

冷
媒
給
湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
の
希
望
小
売
価
格
が
六
〇
万

円
〜
八
〇
万
円
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
決
し
て
大
幅
な
普
及
促
進
に
つ
な
が
る
額
で
は
な
い
と
考
え
る
。
現
在
の

補
助
金
の
金
額
設
定
で
十
分
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
目
標
達
成
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
補
助
金
以
外
に
も
普
及
促
進
に

つ
な
が
る
要
因
・
対
策
が
あ
る
な
ら
ば
、
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


